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1．はじめに  

（HITナビ）のプロトタイプを開発した．本稿では，

このシステムの概要について述べるとともに，大阪市

の繁華街において実施した実証実験時の調査結果の分

析を通じて，システムの有効性について評価する． 

高齢者・障害者の外出機会を担保するだけでなく，

観光振興や都市のにぎわいを創出するための仕組みと

して，安心・快適な移動環境を実現する歩行者ナビゲ

ーションシステムに注目が集まっている． 

 近年，わが国においては，官民の協力・連携のもと

に歩行者ナビゲーションシステムの研究開発，実験が

盛んに行われている．国土交通省では，平成12年度か

ら，歩行者，車いす使用者，自転車利用者等を対象と

した注意喚起，周辺情報提供，経路案内等に関する総

合的な共同研究を実施している1)．また，平成14年度

には，IT戦略本部によるe!プロジェクトの一環として，

京都市内で観光客を対象としたナビゲーションシステ

ムの実証実験が行われた2)．その他にも，車椅子利用

者にバリアフリールートを案内するものなど，様々な

研究開発や実証実験が行われている． 

2．歩行者ナビゲーションシステムの概要 
開発したプロトタイプシステムの構成は，図－1及

び図－2に示すとおりである．機器としては，地上側

に設置するRFIDタグとユーザが携帯する端末によって

構成されている．携帯端末は，市販のPDA（Compaq

社製，iPAQ H3870）を用い，RFIDタグの受信機（特

注品）をシリアル接続して運用した． 

このシステムは，都市部での導入・実用化を可能と

するよう，低出力のRFIDタグ（通信距離：約20m）を

用いて高精度に位置を特定し，道路ネットワークが密

で細かい誘導が必要な都心商業地における歩行者ナビ

ゲーションを可能としているところに特徴がある．ま

た，このRFIDタグは屋内外を問わず取り付けが容易で

あり，しかも地下街や施設内においても精度低下がな

いため，利用者を目的地までシームレスに誘導するこ 

本研究では，観光振興やにぎわい創出を通じた都市

活性化に資する仕組みの一つとして歩行者ナビゲーシ

ョンシステムを位置付ける．適用フィールドとしては，

地上やビル内，地下街といった複雑な階層構造を有す

る都心商業地など高密度市街地を想定した．筆者らは，

このような環境においても，地上・地下を問わない高

精度の位置特定を実現するため，低出力のRFIDタグを

高密度に配置することを提案するとともに，安全かつ

快適な歩行を実現するためのシンプルなユーザインタ

ーフェイスを備えた歩行者ナビゲーションシステム 
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図-2 ナビゲーションシステムの機器構成 



《地下(クリスタ長堀)》

《地上》

●：ナビゲーション対象施設

地
下
鉄

心
斎
橋
駅

地下鉄 心斎橋駅

0m 50m 100m 150m 200m

御
堂
筋

地下鉄 心斎橋駅

御
堂
筋

 

 方　向
直　進 ・ ・ ・ ・

左　折 ・ ・ ・ ・

右　折 ・ ・

戻　れ

ゴール ・ ・ ・ ・

OB・警告 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ 短音 － 長音

音信号

 

図－3 音信号パターン 

 

とが可能である． 

シンプルかつ操作性の高いユーザインターフェイス

も，本システムの特徴の一つである．「略地図による

エリア選択→施設カテゴリーの選択→施設選択」と段

階的な目的施設選択を採用し，あわせて外観，営業時

間，取扱品目といった施設情報を画像や文字によって

提供することで，土地に不案内な利用者でも容易に目

的施設を設定できるインターフェイスを構築している

3)．また，本システムでは，歩行中の画面確認動作に

よって利用者の安全性・快適性を阻害しないように，

長音と短音の組合せによって構成された音信号パター

ン（図－3）による誘導方法を基本としている4)．音声

ではなくシンプルな音信号パターンを用いることは，

外国人観光客への直接的な適用を可能とするだけでな

く，将来的な携帯電話等のバイブレーション機能を用

いたナビゲーションへの展開を意図したものである． 

図－4 実験対象エリア 

 

おり，対象エリアの地理に不案内なモニターが多数を

占めていた．また，PDAの利用頻度も低く，65％が今

回の実験で初めて利用すると回答している．モニター

は，PDAの操作方法や音信号などに関して20分程度の

事前説明（試聴を含む）を受けた後，地下鉄心斎橋駅

を起点として約1時間の誘導歩行実験を行った． 

（2）調査観察項目5)  

3．実証実験の概要 システムによる誘導の有効性を評価するためには，

モニターが「いつ」,「どこで」,「どのような」行動

をとったのかを詳細に把握する必要がある．この実験

では，システムのログファイル，ストーキング調査，

及びアンケート調査によってモニターの行動を記録し

た． 

（1）実証実験の枠組み 

開発したプロトタイプシステムの有効性を確認する

ため，平成14年11月に大阪市中央区内の繁華街におい

て健常者を被験者とする実証実験を行った． 

実験対象地区は，図－4に示すよう，地下鉄心斎橋

駅を中心とする約500m四方のエリアである（大規模地

下街を含む）．このエリア内に152基のRFIDタグを設

置し，約70の施設・店舗へのナビゲーションを行った．

ナビゲーション対象施設は，公共交通施設，金融機関，

ホテル，百貨店・ブティック等の小売店，飲食店，観

光スポットなどである． 

システムログファイルは，システムの挙動を正確な

タイムスタンプとともに記録したものである．受信し

たタグID，システム出力（画面表示，音信号）の内容， 

モニターによるPDA操作といったイベント情報を，時

刻とともに出力し，トリップ単位でログファイルを作

成して，PDAのメモリに記録した． 

実験期間は延べ10日間（前期5日，後期5日）であり，

期間中に60名のモニター（性別：男性50％，女性

50％）が参加した．対象エリアへの来訪頻度は「今回

が初めて」が39％，「年に数回以下」が45％となって 

ストーキング調査は，誘導歩行時のモニターの挙動

を把握するために実施した．モニター1名に対しトレ

ーサー（追跡調査員）を1名配置して，出発から到着

までの行動や挙動を地図上に逐一記録するとともに，
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タイミングに対する評価（早すぎる／遅すぎるなど）

を記録した． 

さらに，全てのトリップが完了した後で，システム

の使い勝手に関するアンケート調査を行った．調査項

目は，被験者属性，システムの使用感，今後の利用可

能性に大別される．また，アンケート調査結果を補う

ため，記入後の調査票を参照しながら10分程度のヒア

リング調査をあわせて実施した． 
図―5 トリップの成功率  
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本章では，上述の調査結果に基づいて，使用したナ

ビゲーションシステムの有効性を検証する．なお，本

研究においては，RFIDタグや情報提供タイミングに関

するキャリブレーションを実施した後（後期実験：被

験者数30，トリップ総数202）の結果に基づいて分析

を行った． 

（1）誘導の成功率 
図―6 誘導のタイミング評価 

本システムによる誘導によって，目的地まで到着す

ることができたトリップの割合（成功率）を図－5に

示す．全体的に8割以上の高い成功率になっており，

本システムによる経路誘導は有効であったことが確認

できた． 
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（2）誘導タイミング 

利用を促進する上で重要な要素の一つである誘導の

タイミングに関しては，「やや遅い」との回答が，

「ちょうどよい」という評価を上回っている（図－

6）．しかし，同一地点を同一方向に進行した場合で

も「人通りなどによる電波伝搬状況の変化」,「歩行速

度の違い」,「情報提供のタイミングに関する個人的嗜

好の差異」などによって，評価が分かれる場合がある．

したがって，「早すぎる」と「遅すぎる」の回答があ

わせて7％程度であったことを鑑みれば，本システム

の誘導タイミングは概ね適切であったといえる． 

図―7 目的施設の設定に要した時間 
 

（4）歩行速度 

誘導歩行時の，出発地から目的地までの平均歩行速

度を図―8に示す．歩行速度が4～5㎞/hであるトリップ

は30％であり，全体では3㎞/h以上の割合が75％を占め

ている． 

（3）目的施設設定の所要時間 

目的施設の設定に要した時間は，大半のモニターが

1分以内（平均所要時間41秒）であった（図―7）．こ

の結果は，PDAに不慣れで，かつ土地に不案内な利用

者でも，段階的な目的施設選択方式を容易に理解・操

作できたことを意味しており，システム開発時に意図

した操作性の高いユーザインターフェイスが実現でき

ていることを示している． 

通常の人間の平均歩行速度が4㎞/h程度であること

を考えると，画面確認動作を必要としない音信号を基

本とした本システムの誘導は，通行者が多く違法駐輪

など歩行阻害が多い繁華街においても通常の歩行速度

を確保することができていることが分かった． 
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図-8 モニターの歩行速度 
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図―9 PDAの参照時間 
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図―10 PDAの参照時間と歩行速度との関係 
 

（5）PDAの参照 

１トリップあたりのPDA画面参照時間を示したのが

図―9である．参照時間の平均は26秒であるが，総ト

リップのうち約50％が5秒以内の参照時間となってい

る．この結果は，PDAの文字・矢印情報は一目見る程

度か，画面に頼らず音信号だけで誘導が行われている

ことを示している．また，PDAの参照時間が5秒以上

の場合には，歩行速度4km/h以上のトリップは31％に

過ぎないが，5秒未満のケースでは55％となっている

（図―10）．視覚に頼らない音信号を基本とした誘導

は，スムーズな歩行の実現に大きく寄与していること

が確認できる． 

（6）今後の利用意向 

アンケート調査で，本システムのようなサービスを

今後利用するかを尋ねたところ，「有料でも利用」は

13％程度であったが，「無料なら利用」を含めると全

体の85％が今後も利用したいと回答している．さらに，

「利用しない」と答えた人でも，機器の改善により利

用しても良いと答えていることから，本システムのよ

うなサービスに対するニーズの高さが伺えた． 

 
5．おわりに 
本研究では，都市の活性化に活用可能な歩行者ナビ

ゲーションシステムの構築を目指し，RFIDタグと携帯

端末（PDA・受信機）で構成するプロトタイプシステ

ムを開発した．さらに，実証実験を通じて，都心商業

地など高密度市街地における本システムの有効性を検

証したところ，誘導の成功率，操作性，誘導方式，誘

導のタイミング，誘導時の歩行速度などで全般的に高

い評価を得ることができた． 

今後は，電波の混信による誘導の混乱が生じたRFID

タグ近接箇所における電波出力の調整や誘導信号のタ

イミング調整等を十分に行い，誘導の確実性を高める

ことが必要である．また，情報端末の小型軽量化を図

るため，普及率の高い携帯電話を用いた誘導について

も検討を行う予定である． 
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